
今
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の
優
秀
作
品

 
 

６
月
提
出
の
競
書
の
写
真
版
全
作
品
は
、
６
月
26
日
（
木
）
よ
り
本
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
い
た
し
ま
す
。

今月の最優秀作品

【新和様半紙】

きし　根来　佐枝子　出だしの上部
の余白と後半二行のおおらかで伸
びやかな運筆が明るい。大き目な
落款印が引き締めている。
� （審査評　二宮　桂秀）

【かな半紙】

コム　小島　規子　細線が明るく美しい。行の間
隔や傾きを的確に捉えて、原本に近い見事な散
らしを展開している。左下部「勢」「累」に重厚
な筆致が入るとさらに良し。
� （審査評　岩浪　春鳥　）

【漢字半紙】

天沼　舛谷　貞子　力強さと繊細さ
が巧みに交錯し、大胆な構図であ
りながら余白の美しさが際立つ、
すっきりとした構成の秀逸作。
� （審査評　磯崎　香月）

【新和様条幅】
い
ち　

榊
原　

由
紀
子　

墨
色
、
潤
渇
、
字
の
大
小
、
行
間
の
余
白
な
ど
を
留
意
さ
れ
、
多
彩
な
線
で
作
品

を
魅
了
し
て
い
る
。
一
行
目
の
「
つ
つ
」
が
読
み
辛
い
。�

（
審
査
評
　
東
仲
　
遙
邨
）

【かな条幅】
東
林　

藤
巻　

桂
泉
　
墨
量
の
巧
妙
さ
見
事
。
沈
着
で
奥
深
い
線
は
多
彩
な
変
化
を
表
わ
し
て
い
る
。
息
長

い
渇
筆
部
も
悠
揚
た
る
流
動
美
を
醸
し
た
作
。	�

（
審
査
評
　
中
條
　
琳
音
）

【漢字条幅】
采
女　

熊
野　

素
心
　
字
大
と
墨
の
潤
渇
の
変
化
が
、
心
地
良
い
行
の
響
き
合
い
を
醸
し
出
し
て
い
る
。
濃

墨
に
よ
る
余
白
を
生
か
し
た
明
る
い
秀
作
。�

（
審
査
評
　
永
井
　
香
樹
）



今
月
の
優
秀
作
品

今月の優秀作品 漢 字 半 紙



今
月
の
優
秀
作
品

今月の優秀作品漢 字 半 紙



今
月
の
優
秀
作
品

今月の優秀作品 漢 字 半 紙



今
月
の
優
秀
作
品

今月の優秀作品か な 半 紙



今
月
の
優
秀
作
品

今月の優秀作品 か な 半 紙



今
月
の
優
秀
作
品

今月の優秀作品か な 半 紙



今
月
の
優
秀
作
品

今月の優秀作品 新 和 様 半 紙



今
月
の
優
秀
作
品

今月の優秀作品新 和 様 半 紙



今
月
の
優
秀
作
品

今月の優秀作品 新 和 様 半 紙



今
月
の
優
秀
作
品

今月の優秀作品漢 字 条 幅

　
　

コ
ム　

  

小
島　

規
子

　
　

天
沼　

  

舛
谷　

貞
子

　
　

小
沼　

  

大
塚　

恵
一

　
　

洗
心　

  

浅
地　

友
子

　
　

水
茎　

  

川
上　

直
子

　
　

水
茎　

  

神
㟢　

利
佳

　
　

万
里　

  

神
之
田
澄
水

　
　

松
声　

  

石
川　

祐
子

　
　

紅
彣　

  

髙　

な
な
み

　
　

書
学　

  
藤
井　

明
美

　
　

九
書　

  

井
上　

恵
子

　
　

土
呂　

  

石
原　

京
子

　
　

書
学　

  

増
田　

堅
三

　
　

書
学　

  

宮
下　

香
奈

　
　

香
竹　

  

天
笠
利
衣
子

　
　

梧
星　

  

髙
橋　

圭
子

　
　

書
学　

  

上
月
里
恵
子

　
　

書
学　

  

清
水　

真
理

　
　

梧
星　

  

監
物　

秀
華

　
　

梧
星　

  
岡
本　

恵
泉

　
　

梧
星　

  

和
泉
田
生
華
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今月の優秀作品 か な 条 幅

　
　

初
音　

  

岡
本　

智
子

　
　

東
西　

  

村
澤　

澄
子

　
　

ち
ば　

  

長
瀬　

好
恵

　
　

日
暮　

  

大
唐
美
奈
子

　
　

長
野　

  

岸　
　

久
子

　
　

横
浜　

  

浅
野　
　

薫

　
　

邑
心　

  

森
川　

純
子

　
　

永
岳　

  

蛭
間　

紀
子

　
　

書
学　

  

藤
村
あ
ゆ
み

　
　

春
風　

  
渋
谷　

和
子

　
　

祥
瑞　

  

萩
原　

奈
々

　
　

第
一　

  

奈
良
多
津
子

　
　

書
学　

  

江
本
真
理
子

　
　

書
学　

  

稲
井
田
柏
葉

　
　

書
学　

  

佐
野　

和
代

　
　

月
倫　

  

並
木
さ
お
り

　
　

書
学　

  

菊
地　

秋
子

　
　

彩　

  

瀬
戸　

紀
水

　
　

書
学　

  

清
水　

陽
子

　
　

書
学　

  
高
見　

咲
紀

　
　

松
原　

  

矢
野　
　

瞳
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今月の優秀作品新 和 様 条 幅

　
　

西
宮　

  

三
橋　

恵
子

　
　

小
沼　

  

大
塚　

恵
一

　
　

横
浜　

  

高
山　

華
月

　
　

一
葉　

  

村
礒　

輝
子

　
　

交
墨　

  

砂
川　

佳
弘

　
　

栄　

  

山
田　

青
楓

　
　

水
茎　

  

川
上　

直
子

　
　

千
厩　

  

千
葉　

咲
子

　
　

書
学　

  

森
山　

恵
穂

　
　

書
学　

  
山
㟢　

幸
恵

　
　

松
声　

  

浅
野　

壮
子

　
　

大
分　

  

西
林
加
奈
恵

　
　

玉
堤　

  

江
口　

綾
子

　
　

游
山　

  

牧
岡　

牧
子

　
　

書
学　

  

久
間
砂
登
美

　
　

友
和　

  

遠
藤　

沙
苑

　
　

び
わ　

  

内
田　

閑
雲

　
　

万
葉　

  

西
原　

恵
子

　
　

新
井　

  

神
崎　

聖
海

　
　

九
書　

  
仲
山
由
紀
子

　
　

湘
花　

  

高
橋　

佳
子
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今月の優秀作品 実 用 書
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今月の優秀作品細 字

こて　  伊藤　紫香

佐野　  千葉　悦子

九書　  山崎美須子

千翠　  小宮富久子

九書　  石橋　栄子

厚木　  田中　白妙

書学　  棚田　恵子

書学　  細川　美帆

ぬま　  齊藤　和　
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今月の優秀作品 篆 刻・ 一 字 書 審査評

随
意	

（
お
）

審
査
評
￨
石
橋
　
鯉
城

詩
情
や
筆
遣
ひ
の
極
意
を
知
る
平
が
な
表
現

規
定	

（
禧
）

審
査
評
￨
石
橋
　
鯉
城

書
美
の
真
髄
を
求
め
る
漢
字
の
一
字
書

審
査
評
￨
秋
山
　
凌
雲

規
定	

「
疑
鳳
舞
」

随
意
「
逃
禪
煮
石
之
間
（
模
刻
）」

水
茎　

鶴
渕　

雅
子
　
力
ま
ず
自
然
な
運
筆
な

が
ら
、
筆
の
開
閉
に
よ
る
太
細
の
変
化
が
み

ら
れ
る
。
最
終
画
の
点
が
余
白
の
白
を
引
き

立
て
た
。

百
合　

外
山　

香
風
　
起
筆
か
ら
線
の
方
向
を

変
化
さ
せ
、
渇
筆
を
利
か
せ
て
躍
動
感
あ
る

作
品
と
な
っ
た
。
押
印
の
位
置
に
一
考
を
。

宮
城　

武
田　

清
流
　
緊
張
感
の
あ
る
深
い
線

と
骨
力
豊
か
な
表
現
に
運
筆
の
呼
吸
を
感
じ

る
。
押
印
の
位
置
と
押
し
方
の
工
夫
を
。

書
学　

豊
田　

九
華
　
穏
や
か
な
運
筆
と
墨
の

潤
渇
に
よ
り
、
伸
び
や
か
な
曲
線
が
紙
面
に

広
が
っ
た
。
点
が
ア
ク
セ
ン
ト
を
添
え
て
い

る
。

桑
原　

佐
伯　

政
子
　
下
部
に
広
が
り
を
持
た

せ
全
体
を
三
角
形
に
構
成
。
含
蓄
に
富
む
穏

や
か
で
変
化
の
あ
る
運
筆
に
味
わ
い
が
感
じ

ら
れ
る
。

大
門　

片
矢　

菊
枝
　
迷
い
の
な
い
一
気
呵
成

の
運
筆
で
、
結
体
、
構
図
が
明
快
で
見
ご
た

え
の
あ
る
作
品
。
押
印
を
丁
寧
に
さ
れ
た
い
。

白
根　

豊
岡　

節
子
　
大
胆
な
筆
運
び
で
紙
面

を
圧
し
な
が
ら
も
、
墨
の
潤
滑
に
よ
り
明
る

さ
と
立
体
感
を
み
せ
る
。
雅
印
の
収
ま
り
も

良
い
。

宮
城　

長
嶋　

翠
月
　
や
や
右
寄
せ
に
し
な
が

ら
偏
旁
の
構
成
に
一
体
化
を
見
せ
、
草
書
の

筆
脈
の
流
れ
を
自
然
に
表
現
。
押
印
に
よ
っ

て
作
品
が
安
定
し
た
。

水
茎	

青
戸　

佑
き
こ

外
郭
を
亜
字
形
と
し
た
た
め
モ

ダ
ン
な
感
じ
の
す
る
印
で
あ
る
。

白
文
印
で
あ
る
の
で
、全
体
的
に

も
う
少
し
太
く
刻
し
て
も
良
か

っ
た
か
。

書
学	

山
本　

兎
輪

「
舞
」字
を
長
く
伸
ば
し
、三
字
を
あ

た
か
も
四
字
か
の
如
く
見
せ
る
章
法

は
流
石
。外
郭
も
変
化
と
重
厚
感
が

あ
り
、文
字
と
調
和
し
て
い
る
。

島
田	

田
村　
　

潔

「
疑
」字
に
若
干
の
難
が
あ
る
も
金
文
を
用

い
章
法
に
優
れ
た
作
。古
鉥
の
趣
が
上
手
く

表
現
さ
れ
て
い
る
。左
の
外
郭
は
、分
断
し
な

い
方
が
良
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
如
何
か
。

書
学	

嬉
野　

満
利
子

呉
譲
之
の
模
刻
。
多
少
線
の
弱

い
所
が
あ
る
も
の
の
細
部
ま
で
目

が
行
き
届
き
、
特
徴
を
よ
く
択

え
た
秀
作
で
あ
る
。




